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Ⅰ はじめに
2017年3月に公示された学習指導要領では，激しく変化する時代に対応する力を育成するた
めに，改めて「生きる力」をより具体化した。そして，教育課程全体で育成を目指す資質・能
力を「何を理解しているか，何ができるか（知識・技能）」「理解していること・できることを
どう使うか（思考力・判断力・表現力等）」「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を
送るか（学びに向かう力・人間性等）」の三つの柱に整理し，各教科等の目標や内容もこの三
つの柱に基づくよう整理した。「総合的な学習」はまさにこれらの柱にもとづいた資質・能力
を育成するために核となる必要な学習であり，学習指導要領では改めて指導の充実が求められ
ている（文部科学省，2017a：2017b）。
「総合的な学習」は，これからの時代を展望した際に求められる「生きる力」の育成をすす
めることを目的として，1998年の学習指導要領の改訂において立案された。2003年12月には，
各教科や学習活動との関連などを明らかにするなどの具体的な方向性を示し，一部改正された
学習指導要領で明確に位置づけた。2008年公示の学習指導要領では，それまで総則で定められ
ていた内容を新たに章立てし，各学校における指導の充実を図ることを目指してきた（文部科
学省，2008a：2008b）。その結果，総合的な学習の時間への取組が，知識・技能の定着と思考
力・判断力・表現力の育成につながっていることが明らかになり，学校全体として探究的な学
習を行う実践が行われるようになってきた。一方，その重要性は認識しつつも，一部の学校で
は「ねらいや育てたい力が不明確」「教科の補充学習のような活動が行われている」「学校行事
と混同された実践が行われている」といった実態がある。各学校における指導方法の工夫改善
や校内体制の整備等による格差解消が必要である。そこで，新しい学習指導要領では，これま
で以上に各教科等との相互の関わりを意識した学校全体で育てたい資質・能力に対応したカリ
キュラム・マネジメントや，探究のプロセスを通じた一人一人の資質・能力の向上を一層重視
することになった。学校現場では，この度の指導要領改訂に伴い，総合的な学習の時間の目標
や教育課程も大幅に見直しが求められる。
さて，上記課題は，2008年公示の現行学習指導要領を検討する段階ですでに指摘されており，
筆者が2006年～2011年まで在籍していた壮瞥町立壮瞥中学校においても同様の課題があった
（横山ほか，2010）。それぞれの学習が唐突であり，内容や学習過程に系統性が全くなかった。
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そこで，2010年からの現行学習指導要領の完全実施を見据え，地域・学校の特徴，発達段階，
キャリア，自己の発見，自己表現などを位置付けた総合的な学習のプログラムを作り上げた。
この学習は若干の修正を経ているが，内容をほとんど変えることなく現在も継続されており，
壮瞥中学校の大きな特徴となっている。また，この学習プログラムに関しては，教員だけでな
く地域住民からの高い評価を得ている。本稿では，壮瞥中学校の総合的な学習のプログラムを
あらためて分析することで，望ましい総合的な学習のあり方を検証するとともに，2018年から
一部始まる新しい学習指導要領の実施に向けて，求められる改善の方向性を提案する。
Ⅱ 壮瞥中学校における総合的な学習のプログラム
1．学習プログラムの立案（2009～2010年度）
総合的な学習の内容を検討し始めた2008年当時，壮瞥中学校では生徒の身に付けさせたい力
を明確に設定しておらず，時には行事を消化するような学習が，総合的な学習の時間に行われ
ていた。例えば，第1学年では交通安全キャンペーンで配布するりんごのシール貼りとキャン
ペーンでのリンゴ配布を行っていた。この取組は町の交通安全協会からの要請だが，そこに学
習のねらいは設定されていなかった。また，2年生では姉妹都市であるフィンランドのケミヤ
ルビ市との交流行事，3年生では火山防災学習としての野外見学と講義が設定されていた。い
ずれの学習も意義のある大切な学習ではあるが，実施することが目的となっており，その学習
を通して何を学ばせるのか明確にされていなかった。そこで，これまで行っていた活動を生か
した系統性のある3年間の学習を表1のように立案した（横山，2010）。
横山：地域のニーズに応える総合的な学習のあり方374
表1 壮瞥中学校の総合的な学習の概要（2010年度）
3年間を通して，地域学習の「まるごと壮瞥」が主軸となる。地域学習と地域における職業
体験学習を密接に関係させ，スパイラルに地域と自己の関わりを広げ，深めていく流れになっ
ている。1年（体験と発表）→2年（体験と調査・提案）→3年（体験と調査・提案，自己と
の関わり）と段階を追って発展させていく学習展開となっている。併せて，これまでは単純に
行事に関わる活動時間の消化となっていた学習も，縦割りを中心とした表現活動として位置づ
け，集団の中で自己を発見する学習として地域学習や職業体験学習と関連づけた。
活動場所も校外での学習を中心とした。これは，地域の全面的な協力がなくては成立しない
が，地域に対して誇りを持てる人材を育成することが地域全体からの要望であり，学校から地
域にお願いするだけでなく，地域のニーズをしっかりと受け止めた学習内容としたからである。
（1）地域学習「まるごと壮瞥」
第1学年：「まるごとリンゴ」と題し，主幹産業の果樹栽培農業体験を通して，地域の大地
について目を向ける学習を行う。
第2学年：「まるごと観光」と題し，もうひとつの主幹産業である観光業について調査活動
を行う。北海道有数の観光地である地域の魅力を発見し，道内外にアピールする
手立てや改善策を提案する学習を行う。
第3学年：「まるごとジオパーク」と題し，農業や観光といった主幹産業を支える大地につ
いて，「ジオパーク」という新たな視点で学ぶ。これまでの学習の総括として自
らが将来この土地にどのように関わっていくのかを考え，まとめ，提案する学習
を行う。
このような学習を行うことで，2008年度までに行われていた総合的な学習の課題であった，
学習の系統性や学習課題の設定について改善されるとともに，地域や社会から求められている
ジオパークや地域の自然環境，人材育成などの課題にも応えることができると考えた（横山，
2013）。
（2）地域における職業体験学習
第1学年：「まるごとリンゴ」と関係付け，地域の主幹産業である農業に関する職業体験学
習を行うこととした。生徒の意識では，地域の農業＝果樹栽培であるが，野菜農
家や稲作農家も存在しており，農業について広く学ぶ機会とした。
第2学年：「まるごと観光」と関係付け観光業に関する職業体験学習を行うこととした。主
に洞爺湖畔にある壮瞥温泉のホテルや旅館業にて体験を行う。
第3学年：「まるごとジオパーク」に関係付け，地域に誇りを抱きながら仕事を行っている
事業所での体験を行う。
これらの学習は，特別活動で行っているキャリア教育とも連携しており，体験部分を総合的
な学習で実施している一面もある。職業体験学習に偏っていることや，体験の受け入れ先確保
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が，学習プログラムスタート時からの大きな課題であった。
（3）集団との関わりを学ぶ学習
基本的に学年をまたいだ縦割り組織で実施する。2年，3年では旅行的行事に関係した学習
もこの時間を活用して行うこととした。当学習プログラム検討時からの課題であった，行事等
で時間を消化する総合的な学習の時間の使い方を見直し，「自己表現」の場として設定した。
特に縦割りで実施する「表現」の学習は，小規模校である壮瞥中学校の生徒にとって，貴重な
他者との交流ができる場面であり，学年の発達段階に応じた役割分担のもと，ひとつの表現活
動を全員で行うことが，生徒を成長させるだろうと考えた。
しかし，依然として準備活動に充てる時数確保が課題である行事を，総合的な学習の時間を
消化して実施している感は拭えない。また，地域学習やキャリア学習との関係付けも薄く，こ
れらの学習との接続が大きな課題であった。
2．現在の実施状況（2017年度）
2017年度現在，壮瞥中学校における総合的な学習のプログラムは当プログラムの設計当時と
ほとんど変化していない。特に，主軸である地域学習の「まるごと壮瞥」については，ほぼそ
のままの内容で運用されている。その一方で，育成すべき生徒の姿の変容に対応した文言の整
理が行われたり，プログラム開始当初の課題を解決したりするよう修正が図られている（表2，
図1）。以下に修正が図られている点を羅列する。
・総合的な学習のねらいを「育てたい生徒の資質や能力及び態度」として明確化。
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表2 現在の壮瞥中学校における総合的な学習の概要（2017年度）下線は変更点
・ねらいに④異なる意見や他者の考えを受け入れ，尊重し，協同することを追記。
・職業に関する学習を「キャリア学習」と明記し，将来の生き方について考える学習と定義。
・キャリが学習の内容を整理し，より系統的に配置。地域の協力事業所選定の課題も解決。
・位置づけの不明瞭だった表現学習を整理しスキル学習とし，扱う内容も，より地域を意識し
た体験，調査，研修とした。
また，学校経営方針では，総合的な学習の時間の質的向上が掲げられている。基本コンセプ
トは「総合的な学習の取り組みを，教科指導に生かす」となっており，まず総合的な学習の中
での基本的な学習の流れを以下のように示している。
①現状認識（現状を観察し，問題をとらえる）
②課題設定（体験活動などを通して課題を設定し課題意識を持つ）
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図1 壮瞥中学校における総合的な学習の全体計画
（平成29年度 壮中の教育より引用）
③情報収集（必要な情報を取り出したり収集したりする）
④整理・分析（情報を整理したり分析したりする）
⑤まとめ・表現（気づきや発見，自分の考えをまとめ，判断し，表現する）
以上のような学習の流れを総合的な学習の中で身に付け，他の学習にも生かすことを目的と
している。その際，さらに次のことを改善の視点として意識するようにしている。
（1）教科学習とクロスさせる
各種体験学習の中では，教科で学ぶ知識・理解と関係する学習も行われている。例えば1年
のまるごとリンゴで実施する果樹栽培の体験を通して，理科の生物分野と関係付けたり，技術
科の栽培と関係付けたりするなどの学習が考えられる。
（2）学び方に関わる指導内容との関連
学びのスキルを意識的に向上させようという提案がされている。課題の設定から，調査方法，
データの整理，まとめ方などについて総合的な学習の取り組み内で意識的に場面をつくること
が求められている。
（3）充実した発表，提示資料の作成に関する教科
言うまでもなく，総合的な学習で学んだ内容を人に伝えるスキルを身に付けることは，他の
学習にも活用できる学びである。
（4）総合の学びを学校祭などのステージで発表
せっかく学んだ地域のことを，演劇や影絵，踊りなどで表現してはどうかという提案である。
ステージ発表として町民の多くの方々に学習内容を還元し，学習への協力に対する地域へのお
礼でもある。
Ⅲ 教職員の意識
2017年10月31日に，壮瞥中学校にて教職員より総合的な学習について聞き取り調査を行った。
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1．壮瞥中学校で実施している総合的な学習プログラムに対する印象
・壮瞥ならではの学習である。
・（指導の方針に）一本筋が通っており，わかりやすい。
・地域の素材を活用しており，地域に根ざした教育プログラムになっている。
2．実施するうえでのハードルはないか
・自分だけで行うのは大変であり，不安もある。
・地域の専門家が間に入って，農家やガイドとの調整をしてくれるので安心である。
・自然を相手にすることは，そもそも大変である。
・壮瞥の生徒には大切なことだから，あまり負担を感じていない。
・町がスクールバス等の運行サポートをしてくれるので助かっている。
Ⅳ 考察
これまで，壮瞥中学校で実施している総合的な学習のプログラムについて，立案時と現在を
比較しながら紹介してきた。この8年間，継続してきた壮瞥中学校の総合的な学習について，
新しい学習指導要領への対応も含めて検討する。
1．学習のねらい・内容について
そもそも，現行の学習指導要領で設定している目標に準拠するよう設定していることから，
すでに，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断するような内容になっている。
また，新しい学習指導要領では，より探究的な学びに重点が置かれ，課題を立て，情報を集め，
整理・分析して，まとめ・表現することが求められているが，これまでに行われた修正によっ
て，スキル学習が設定されたり，学び方に関わる指導内容と関連が図られたりしている。さら
に，協働的に取り組むことや互いのよさを生かしていくことが明記されたが，これに関しても，
育てたい生徒の資質や能力及び態度として，追記されており，対応済みである。つまり，壮瞥
中学校の総合的な学習は，すでに新しい学習指導要領で求められる内容に準拠している。
扱っている学習内容についても，現行の学習指導要領では全く問題がないと言える。新しい
学習指導要領では，探究的な学習の過程において，コンピュータなどを効果的に活用すること
が新たに明記されたが，すでに学習の中に位置づけてある。
さらに，生徒自身にやらされている感がないことは重要である。教師側で設定している学習
プログラムの中で，主体的に課題を設定し，自ら学ぶ内容になっていることがわかる。
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3．生徒にとって主体的な学習になっているか（やらされている感はないか）
・ない。
・結果として，当初の調査テーから計画変更する場合はあるが，やらされ感はない。
・テーマ設定も主体的に行っている。
4．学習指導要領が新たに公示されたが，何か新しい取り組みを考えているか。
・具体的なプランは現段階では検討していない。
・この総合的な学習のプログラムは，しっかりと根付いているので，変える必要はない。
・良い学習活動は残していく。このプログラムは良い。
5．本学習プログラムが継続している理由について
・地域との連携ができており，地域も学習内容を理解していること。
・初めての職員にはハードルが高い内容だが，教職員の中で業務内容が継承できている。
・クリエイティブなプログラムは破綻することが多いが，ここはシステム化されている。
・時数がしっかり確保されており，余裕を持って実施できる。
・人，物，金，時間 どれもが揃っていることが重要だ。壮瞥中学校は金はないが，バスを
町教委が負担してくれていることは継続の一要因である。
唯一検討が求められるのは，障害のある生徒等への対応である。野外における活動が特徴的
な総合的な学習のプログラムであるから，十分な配慮が必要である。
2．継続するためにするべきこと
聞き取り調査の中にもあったが，総合的な学習において，クリエイティブに取り組む学習プ
ログラムは，継続されないことが多い。その理由として，担当者の異動，他の職員との連携不
足，ハードルの高さ，資金，などの問題が挙げられる。壮瞥中学校の総合的な学習では，それ
らの課題がクリアされていることは特筆すべきことである。その際，地域，自己などといった，
学習の柱をしっかりと立てることが重要である。
筆者は在籍時に，学習指導要領に準拠することや，取り組みにくいテーマを楽しく取り組め
ること，学外の人材とのパイプ作りなど，本学習が継続されることを目指してプログラムを立
案した。しかしそれだけでは継続はしなかっただろう。教職員は柱をずらすことなく，一本の
軸を通した学習を，継続し続けてきた。そして，課題は放置せず，よりよい学習へと柔軟に変
化させてきた。このことで，より完成度が高いシステムとなった。さらに，学校と生徒を大切
にし，いつまでも協力してくれる，教育委員会はじめ地域の皆様の存在があることがあらため
て明らかになった。これは，地域のニーズを学校がしっかりと受け止めた学習プログラムになっ
ているからだと考える。
Ⅴ まとめ
探究的で，横断的・総合的な学習を行い，よりよく課題を解決し自己の生き方を考えていく
力を育てる総合的な学習は，これからの時代を生きていく子ども達のためになくてはならない
科目である。しかし，教科書のない学習であり，未だにこの時間を生かしきれていない学校が
ある。総合的な学習が始まり20年が経とうとしている。様々な価値観のもと，すさまじい早さ
で時代が変化しつつある。このような時代だからこそ，総合的な学習の価値を見直し，子ども
達のために有用な学習を取り組ませていきたい。
そのためには，「自己」「他者」「地域」といった，自らを取り囲むものとどう向き合ってい
くか柱を立てて学んでいくことが大切である。教職員が連携し，地域と協力して軸のぶれない
学習を構築することが求められる。そして，そのプログラムを時代の変化に合わせて修正し続
ける柔軟性が必要である。さらに，地域からの大きな協力なくしては継続は不可能である。そ
のために，地域の要望に添った学習プログラムであることも大切である。壮瞥中学校の実践は，
20年目を迎える総合的な学習にとって，ひとつの道しるべとなるだろう。
謝辞 これまで10年近くにわたり「まるごと壮瞥」の実践を継続してこられた壮瞥中学校教職
員の皆様，そして学習に協力を惜しまない壮瞥町の諸関係者に敬意を表する。また，本稿をま
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とめるにあたり，壮瞥町立壮瞥中学校の大村浩喜校長，竹迫慎司教頭，宮ヶ原隆二教諭には日
常業務の合間に聞き取り調査に協力していただいた。記して感謝申し上げる。
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